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 動物卵は母性的に定められた軸を持ち、胚はそれに基づいて形をつくる。ウニ卵の動

物-植物（A-V）軸極性は、第 4卵割時に植物半球が不等割することによって外面的に現
れる。その結果、16細胞期では A-V 軸に沿って大きさの異なる中割球、大割球、小割
球が形成される。小割球には 2つの役割、(1) 細胞自律的な一次間充織細胞（PMC）を
経た骨片形成中胚葉への分化、(2) 内胚葉と非骨片中胚葉の誘導、がある。 
  小割球の特異化を含めて、内中胚葉形成には核β-catenin が必須である。私たちはこ
れまで、小割球における核β-catenin の標的遺伝子、micro1 と Krüppel-like（Krl）遺伝
子の機能解析を行ってきた。過剰発現胚、機能阻害胚を用いた割球再構成実験から、(1) 
micro1は小割球の自律的分化に十分であるが、誘導能には十分でないこと、(2) Krlは大
割球において小割球からの誘導シグナルを受容し、非骨片中胚葉を形成するのに必要で

あること、が示された。 
  micro1は N末側に paired-typeのホメオドメイン、C末側に 2つの engrailed homology 
region1 (eh1)と似たモチーフを持つ転写抑制因子である。最近、小割球特異化は
micro1(Pmar1)と HesCの二重抑制によって調節されていることが示された。私たちは二
重抑制機構の更なる理解のために、micro1の構造と機能の相関関係を調べた。その結果、
2 つの eh1-like motif と C 末配列が転写抑制を仲介すること、そして二重抑制機構には
HesC以外の小割球特異化抑制因子が存在する可能性が示唆された。 
  今回はこれらの結果から、正常胚、再構成胚における小割球特異化と非骨片中胚葉形

成の分子機構について考察したい。 
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